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バ
ス
で
帰
る
女
子
大
生 

脚
本
・
井
上
悠
介 
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役
者 

女
子
大
生
・
・
・
冬
の
モ
コ
モ
コ
の
恰
好
。 
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設
定
は
北
海
道
札
幌
市
周
辺
。 

 

明
転
。
薄
暗
め
。
下
手
側
に
女
子
大
生
。
冬
の
外
の
夜
。 

  

電
話
に
出
る
。 

 

女
子
大
生
「
あ
、
も
し
も
し
、
お
母
さ
ん
？
」 

女
子
大
生
「
う
ん
。
外
だ
よ
、
バ
ス
停
の
前
」 

女
子
大
生
「
そ
う
、
雪
？ 

降
っ
て
る
よ
。
札
幌
だ
も
ん
」 

女
子
大
生
「
前
橋
は
？ 

全
然
降
っ
て
な
い
の
？
」 

女
子
大
生
「
へ
え
・
・
・
そ
う
な
ん
だ
」 

女
子
大
生
「
え
？ 

大
学
の
ゼ
ミ
室
で
レ
ポ
ー
ト
書
い
て
た
」 

女
子
大
生
「
だ
っ
て
家
だ
と
集
中
出
来
な
い
ん
だ
も
ん
」 

女
子
大
生
「
楽
し
い
よ
。
み
ん
な
仲
良
く
て
。
今
度
ゼ
ミ
の
人
だ
け
で
旅
行
に
行
く
ん
だ
ー
」 

女
子
大
生
「
い
や
、
ル
ス
ツ
ル
ス
ツ
」 

女
子
大
生
「
彼
氏
？ 

彼
氏
な
ん
か
い
な
い
よ
ー
」 

女
子
大
生
「
う
ん
。
な
ん
か
ね
、
そ
う
い
う
感
じ
じ
ゃ
な
い
ん
だ
よ
ね
。
バ
イ
ト
も
忙
し
い
し
」 

女
子
大
生
「
え
、
カ
フ
ェ
だ
よ
ー
。
も
う
一
年
く
ら
い
経
つ
よ
」 

女
子
大
生
「
ノ
ー
パ
ン
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
じ
ゃ
な
い
よ
。
大
丈
夫
、
普
通
の
カ
フ
ェ
だ
よ
」 

女
子
大
生
「
う
ん
。
あ
、
今
電
池
あ
と
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
く
ら
い
し
か
な
い
ん
だ
よ
ね
」 

女
子
大
生
「
そ
う
、
う
ん
・
・
・
全
っ
然
来
な
い
。
時
間
と
っ
く
に
過
ぎ
て
る
け
ど
」 

女
子
大
生
「
そ
う
、
天
気
が
悪
い
日
は
、
バ
ス
で
帰
る
ん
だ
よ
ね
、
私
」 

女
子
大
生
「
う
ん
・
・
・
う
ん
・
・
・
」 

  

バ
ス
到
着
の
効
果
音 

 

女
子
大
生
「
あ
、
や
っ
と
き
た
。
多
分
あ
の
バ
ス
だ
と
思
う
。
家
に
着
い
た
ら
ま
た
、
電
話
す
る
ね
」 

女
子
大
生
「
う
ん
。
お
母
さ
ん
も
、
元
気
で
ね
」 

  

電
話
を
切
る
。
バ
ス
開
く
音
で
暗
転
。
Ｏ
Ｐ
映
像
。 

  

明
転
。
舞
台
上
に
バ
ス
用
の
椅
子
が
二
つ
あ
り
、
窓
側
の
席
に
座
っ
て
い
る
女
子
大
生
。
寝
て
い
る
。 

 

電
話
が
鳴
る
。 

起
き
る
。
乗
り
過
ご
し
た
感
。
怖
が
る
？ 

電
話
に
出
る
。 

 

女
子
大
生
「
あ
、
窪
塚
さ
ん
。
お
疲
れ
様
で
す
」 
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女
子
大
生
「
今
暇
っ
て
い
う
か
、
ほ
ら
、
こ
の
前
う
ち
の
ゼ
ミ
で
課
題
出
て
、
そ
れ
を
大
学
で
や
っ
て
た

ら
、
疲
れ
て
バ
ス
で
寝
ち
ゃ
っ
て
、
乗
り
過
ご
し
ち
ゃ
っ
た
み
た
い
な
ん
で
す
よ
ね
・
・
・
は
い
。
で
今

電
話
の
音
で
目
が
覚
め
て
」 

女
子
大
生
「
ま
あ
、
運
転
手
に
聴
こ
え
な
け
れ
ば
大
丈
夫
だ
と
思
い
ま
す
・
・
・
」 

女
子
大
生
「
・
・
・
え
、
な
、
な
ん
で
す
か
？
」 

女
子
大
生
「
あ
、
押
し
て
な
い
で
す
。
そ
、
そ
れ
も
そ
う
で
す
ね
、」 

  

ボ
タ
ン
を
押
す
。『
次
停
ま
り
ま
す
』
の
よ
う
な
バ
ス
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
る
。 

 

女
子
大
生
「
危
う
く
ず
っ
と
バ
ス
が
止
ま
ら
な
い
と
こ
ろ
で
し
た
。
で
、
な
ん
で
す
か
・
・
・
？
」 

女
子
大
生
「
こ
ん
な
時
間
っ
て
、
今
何
時
で
す
か
」 

  

腕
時
計
を
見
る 

 

女
子
大
生
「
十
一
時
っ
て
も
う
二
時
間
く
ら
い
乗
っ
て
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
・
・
・
」 

女
子
大
生
「
い
や
、
多
分
大
丈
夫
で
す
・
・
・
次
止
ま
っ
た
ら
速
攻
降
り
て
タ
ク
シ
ー
拾
っ
て
帰
り
ま
す
・
・
・
」 

  

財
布
を
確
認 

 

女
子
大
生
「
六
千
円
く
ら
い
あ
れ
ば
足
り
ま
す
よ
ね
？
」 

女
子
大
生
「
あ
、
ま
あ
そ
り
ゃ
わ
か
ん
な
い
で
す
よ
ね
・
・
・
」 

女
子
大
生
「
窪
塚
さ
ん
は
乗
り
過
ご
し
た
こ
と
あ
り
ま
す
？
」 

女
子
大
生
「
バ
ス
で
す
」 

女
子
大
生
「
あ
ー
、
そ
う
で
す
ね
、
い
つ
も
Ｊ
Ｒ
で
す
も
ん
ね
」 

女
子
大
生
「
え
・
・
・
小
樽
で
す
か
・
・
・
し
か
も
終
電
で
・
・
・
」 

女
子
大
生
「
え
ー
、
朝
ま
で
サ
ン
ク
ス
で
ビ
ッ
ク
コ
ミ
ッ
ク
オ
リ
ジ
ナ
ル
読
ん
で
た
ん
で
す
か
」 

女
子
大
生
「
そ
れ
に
比
べ
た
ら
ま
だ
ま
し
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
・
・
・
」 

女
子
大
生
「
小
樽
で
す
か
？ 

行
っ
た
こ
と
な
い
で
す
ね
、
海
綺
麗
で
す
よ
ね
」 

女
子
大
生
「
な
ん
で
そ
ん
な
こ
と
言
う
ん
で
す
か
、
綺
麗
で
す
よ
」 

女
子
大
生
「
え
、
連
れ
て
っ
て
く
れ
る
ん
で
す
か
？ 

や
っ
た
あ
」 

女
子
大
生
「
あ
、
そ
の
時
は
本
間
ち
ゃ
ん
で
も
連
れ
て
行
き
ま
し
ょ
う
」 

  

・
・
・ 

 

女
子
大
生
「
こ
こ
ど
こ
な
ん
で
す
か
ね
・
・
・
」 

女
子
大
生
「
い
や
、
何
も
な
い
で
す
。
も
う
雪
し
か
な
い
で
す
」 
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女
子
大
生
「
あ
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
が
あ
り
ま
し
た
」 

女
子
大
生
「
あ
と
は
木
で
す
ね
。
木
が
ぽ
つ
ぽ
つ
と
あ
り
ま
す
ね
」 

女
子
大
生
「
え
、
迎
え
に
来
て
く
れ
る
ん
で
す
か
？ 

ど
こ
だ
か
分
か
っ
た
ん
で
す
か
？
」 

女
子
大
生
「
え
！ 

富
良
野
な
ん
で
す
か
？ 

な
ん
で
こ
れ
だ
け
の
情
報
で
富
良
野
だ
と
思
っ
た
ん
で
す

か
？
」 

女
子
大
生
「
脅
か
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
よ
、
札
幌
で
帰
ろ
う
と
バ
ス
乗
っ
て
、
気
が
付
い
た
ら
富
良
野
だ

っ
た
ら
超
怖
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
・
・
・
」 

  

女
子
大
生
「
普
通
バ
ス
の
運
転
手
っ
て
寝
て
る
人
い
た
ら
起
こ
し
ま
せ
ん
？
」 

女
子
大
生
「
な
ん
で
こ
ん
な
暗
い
バ
ス
一
人
で
乗
っ
て
な
き
ゃ
い
け
な
い
ん
で
す
か
、
超
怖
い
ん
で
す
け

ど
」 

女
子
大
生
「
て
か
起
き
な
い
も
ん
で
す
か
ね
？ 

二
時
間
も
」 

  

女
子
大
生
「
・
・
・
バ
ス
の
前
に
あ
る
料
金
の
や
つ
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？
」 

女
子
大
生
「
い
や
、
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
整
理
券
な
し
、
と
か
書
い
て
あ
っ
て
そ
の
下
に
料
金
書
い

て
あ
る
や
つ
」 

女
子
大
生
「
い
や
、
あ
り
ま
す
っ
て
。
窪
塚
さ
ん
バ
ス
乗
っ
た
こ
と
な
い
ん
で
す
か
？
」 

女
子
大
生
「
い
や
、
だ
か
ら
普
通
あ
る
ん
で
す
よ
。
そ
の
と
こ
ろ
に
料
金
が
何
も
書
い
て
な
い
ん
で
す
」 

女
子
大
生
「
そ
こ
が
光
っ
て
な
い
っ
て
こ
と
あ
り
ま
す
か
ね
・
・
・
」 

女
子
大
生
「
省
エ
ネ
な
ん
で
す
か
？ 

そ
こ
を
省
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
よ
・
・
・
」 

 

女
子
大
生
「
あ
、
え
、
あ
、
確
か
に
。
二
時
間
バ
ス
乗
っ
て
る
と
ど
れ
く
ら
い
の
料
金
取
ら
れ
る
ん
で
す

か
ね
・
・
・
」 

女
子
大
生
「
六
千
円
で
帰
れ
ま
す
か
ね
・
・
・
で
も
見
た
感
じ
タ
ク
シ
ー
も
無
い
し
・
・
・
」 

女
子
大
生
「
そ
う
で
す
ね
・
・
・
結
局
場
所
も
分
か
ら
な
い
ん
で
す
よ
ね
・
・
・
」 

  

女
子
大
生
「
ポ
ケ
モ
ン
Ｇ
Ｏ
！ 

ポ
ケ
モ
ン
Ｇ
Ｏ
で
場
所
分
か
ら
な
い
で
す
か
！
」 

女
子
大
生
「
そ
う
で
す
よ
！ 

ほ
ら
！ 

ポ
ケ
ス
ト
ッ
プ
で
！ 

一
回
電
話
切
り
ま
す
ね
！
」 

 

女
子
大
生
「
ア
ン
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
な
く
て
良
か
っ
た
・
・
・
」 

 

女
子
大
生
「
う
わ
・
・
・
な
ん
も
な
・
・
・
」 

女
子
大
生
「
主
人
公
が
す
げ
え
速
さ
で
走
っ
て
る
・
・
・
」 
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女
子
大
生
「
あ
・
・
・
ポ
ケ
ス
ト
ッ
プ
・
・
・
！
」 

 

女
子
大
生
「
・
・
・
仁
木
・
・
・
果
樹
園
？
」 

  

電
話
か
け
る 

 

女
子
大
生
「
あ
、
窪
塚
さ
ん
・
・
・
ポ
ケ
ス
ト
ッ
プ
あ
り
ま
し
た
！
」 

女
子
大
生
「
仁
木
果
樹
園
っ
て
書
い
て
あ
り
ま
し
た
！ 

仁
木
っ
て
ど
こ
で
す
か
！
？
」 

女
子
大
生
「
・
・
・
小
樽
の
奥
・
・
・
え
、
余
市
よ
り
も
奥
で
す
か
・
・
・
」 

女
子
大
生
「
ち
な
み
に
そ
れ
っ
て
、
札
幌
か
ら
遠
い
で
す
か
・
・
・
？
」 

女
子
大
生
「
え
・
・
・
車
で
・
・
・
二
時
間
く
ら
い
・
・
・
」 

  

女
子
大
生
「
次
バ
ス
が
止
ま
っ
た
ら
降
り
ま
す
ん
で
、
車
で
迎
え
に
来
て
く
れ
ま
せ
ん
か
？
」 

女
子
大
生
「
は
い
、
こ
の
雪
の
中
だ
っ
た
ら
朝
に
な
る
ま
で
に
多
分
死
ぬ
ん
で
」 

女
子
大
生
「
タ
ク
シ
ー
な
ん
て
無
理
で
す
よ
、
全
然
車
走
っ
て
な
い
で
す
も
ん
」 

女
子
大
生
「
冬
道
怖
い
と
か
ど
う
で
も
い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
・
・
・
私
は
も
っ
と
怖
い
で
す
」 

女
子
大
生
「
本
当
お
願
い
で
す
・
・
・
ほ
ん
と
、
一
生
の
お
願
い
で
す
、
車
で
仁
木
ま
で
来
て
く
だ
さ
い
・
・
・
」 

 

女
子
大
生
「(

告
ら
れ
る)

」 

女
子
大
生
「
え
、
な
に
、
ど
う
い
う
意
味
で
す
か
・
・
・
？
」 

女
子
大
生
「
そ
れ
は
、
要
す
る
に
付
き
合
わ
な
か
っ
た
ら
迎
え
に
来
な
い
っ
て
こ
と
で
す
よ
ね
？
」 

女
子
大
生
「
・
・
・
」 

女
子
大
生
「
頭
沸
い
て
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
！
？ 

だ
っ
て
私
、
今
バ
ス
に
仁
木
ま
で
連
れ
て
こ
ら
れ
て

る
で
す
よ
！ 

私
は
そ
ん
な
状
況
な
の
に
、
な
ん
で
そ
ん
な
こ
と
言
え
る
ん
で
す
か
？ 

仁
木
で
す

よ
！
？
」 

女
子
大
生
「
調
子
に
乗
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
！ 

そ
う
や
っ
て
隙
あ
ら
ば
し
ば
し
ば
女
抱
い
て
る
ん
じ
ゃ

な
い
で
す
か
！
？
」 

女
子
大
生
「
は
あ
！
？ 

童
貞
だ
と
か
そ
ん
な
の
訊
い
て
ね
え
よ
！ 

こ
の
童
貞
が
！
」 

女
子
大
生
「
本
当
に
私
の
こ
と
好
き
な
ん
だ
っ
た
ら
無
償
の
愛
で
仁
木
ま
で
車
で
迎
え
に
来
て
く
だ
さ
い

よ
！
」 

女
子
大
生
「
う
る
せ
え
！ 

童
貞
！ 

死
ね
！
」 

  

電
話
切
る 

 

女
子
大
生
「
・
・
・
」 
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女
子
大
生
「
電
池
１
５
パ
ー
セ
ン
ト
し
か
な
い
・
・
・
」 

  

運
転
手
の
と
こ
ろ
ま
で
行
く 

 

女
子
大
生
「
一
人
で
騒
い
で
て
す
み
ま
せ
ん
・
・
・
あ
の
・
・
・
次
い
つ
止
ま
る
ん
で
す
か
・
・
・
？
」 

  

・
・
・ 

女
子
大
生
「
す
み
ま
せ
ん
！
」 

  

・
・
・ 

女
子
大
生
「
実
は
、
二
時
間
く
ら
い
寝
過
ご
し
ち
ゃ
っ
た
み
た
い
で
・
・
・
」 

  

・
・
・ 

女
子
大
生
「
な
ん
で
無
視
す
る
ん
で
す
か
・
・
・
？
」 

  

・
・
・ 

女
子
大
生
「
な
ん
で
・
・
・
仁
木
な
ん
で
す
か
・
・
・
？
」 

  

・
・
・ 

席
に
戻
る 

 

女
子
大
生
「
怖
い
怖
い
怖
い
怖
い
・
・
・
」 

  

電
話
か
け
る 

 

女
子
大
生
「
も
し
も
し
、
あ
の
、
お
ま
わ
り
さ
ん
で
す
か
？ 

あ
の
・
・
・
実
は
」 

女
子
大
生
「
は
い
、
あ
の
、
バ
ス
が
、
止
ま
ら
な
く
て
・
・
・
運
転
手
さ
ん
に
も
無
視
さ
れ
て
・
・
・
今

仁
木
な
ん
で
す
よ
。
札
幌
か
ら
乗
っ
た
の
で
す
が
・
・
・
」 

ア
ナ
ウ
ン
ス
「
あ
ー
、
す
み
ま
せ
ん
車
内
で
の
携
帯
電
話
の
使
用
は
お
断
り
願
い
ま
す
」 

女
子
大
生
「
・
・
・
喋
っ
た
あ
あ
あ
あ
、
怒
ら
れ
た
あ
あ
あ
あ
あ
」 

女
子
大
生
「
・
・
・
え
、
い
や
、
ふ
ざ
け
て
な
ん
か
な
い
で
す
っ
て
」 

女
子
大
生
「
い
や
、
有
り
得
な
い
じ
ゃ
な
く
て
・
・
・
だ
っ
て
現
に
私
乗
っ
て
ま
す
し
」 

女
子
大
生
「
バ
ス
の
ナ
ン
バ
ー
？ 

え
、
分
か
ら
な
い
で
す
よ
・
・
・
だ
っ
て
私
今
乗
っ
て
る
の
で
・
・
・
」 

女
子
大
生
「
え
、
会
社
？ 

会
社
も
分
か
ん
な
い
、
ほ
ら
、
な
ん
だ
っ
け
、
あ
の
、
大
学
前
の
、
環
状
ど

お
・
・
・
」 

女
子
大
生
「
い
や
、
い
た
ず
ら
じ
ゃ
な
い
で
す
・
・
・
酔
っ
払
っ
て
も
な
い
で
す
・
・
・
本
当
で
す
・
・
・



8 

 

助
け
て
く
だ
さ
い
・
・
・
」 

女
子
大
生
「
と
り
あ
え
ず
、
今
仁
木
な
ん
で
・
・
・
仁
木
ま
で
来
て
く
だ
さ
い
・
・
・
仁
木
を
走
っ
て
る

バ
ス
な
・
・
・
切
ら
れ
た
・
・
・
」 

 

・
・
・ 

 

女
子
大
生
「
全
然
止
ま
ら
な
い
・
・
・
」 

  

運
転
席
ま
で
行
く 

 

女
子
大
生
「
耳
聴
こ
え
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
あ
・
・
・
」 

 

女
子
大
生
「
な
ん
で
で
す
か
・
・
・ 

お
巡
り
さ
ん
に
ば
れ
た
ら
や
ま
し
い
こ
と
で
も
あ
る
ん
で
す
か
・
・
・
？
」 

 

・
・
・ 

女
子
大
生
「
な
ん
で
返
事
し
て
く
れ
な
い
ん
で
す
か
・
・
・
」 

 

・
・
・ 

女
子
大
生
「
な
ん
で
私
な
ん
で
す
か
あ
ー
・
・
・
」 

 

・
・
・ 

席
に
戻
る 

 女
子
大
生
「
あ
と
１
０
パ
ー
セ
ン
ト
だ
・
・
・
」 

  

電
話
着
信
音 

 

女
子
大
生
「
あ
、
本
間
ち
ゃ
ん
だ
・
・
・
」 

女
子
大
生
「
あ
、
も
し
も
し
、
本
間
ち
ゃ
ん
・
・
・
私
今
バ
ス
が
と
ま
・
・
・
え
？
」 

女
子
大
生
「
確
か
に
・
・
・
さ
っ
き
・
・
・
窪
塚
さ
ん
に
は
・
・
・
な
ん
か
言
わ
れ
た
け
ど
」 

女
子
大
生
「
い
や
、
そ
れ
は
だ
っ
て
可
哀
想
と
か
じ
ゃ
な
く
て
・
・
・
だ
っ
て
今
私
バ
ス
に
乗
っ
て
仁
木

ま
で
連
れ
て
こ
ら
れ
て
る
ん
だ
よ
」 

女
子
大
生
「
あ
、
仁
木
っ
て
イ
チ
ゴ
狩
り
が
盛
ん
な
ん
だ
。
だ
か
ら
さ
っ
き
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
が
あ
っ
た

ん
だ
ね
、
知
ら
な
い
け
ど
・
・
・
」 

女
子
大
生
「
え
、
な
に
・
・
・
私
が
悪
い
の
・
・
・
？
」 

女
子
大
生
「
・
・
・
知
ら
ね
え
よ
窪
塚
さ
ん
の
気
持
ち
な
ん
か
！ 

だ
っ
て
私
の
方
が
よ
っ
ぽ
ど
可
哀
想
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で
し
ょ
！
」 

女
子
大
生
「
何
！
？ 

じ
ゃ
あ
本
間
ち
ゃ
ん
は
バ
ス
で
仁
木
ま
で
連
れ
て
こ
ら
れ
た
こ
と
あ
る
の
？ 

気

が
付
い
た
ら
仁
木
に
い
る
人
の
気
持
ち
が
分
か
る
の
？
」 

女
子
大
生
「
関
係
な
く
な
い
よ
！ 

て
い
う
か
私
の
頭
は
今
仁
木
し
か
な
い
よ
！
」 

女
子
大
生
「
は
あ
、
な
に
？ 

今
の
本
間
ち
ゃ
ん
の
目
的
は
何
な
の
？
」 

女
子
大
生
「
え
？ 

つ
ま
り
本
間
ち
ゃ
ん
は
窪
塚
さ
ん
の
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
っ
て
こ
と
？
」 

女
子
大
生
「
じ
ゃ
あ
あ
き
ら
め
た
方
が
い
い
よ
ー
。
窪
塚
さ
ん
は
私
と
付
き
合
い
た
い
み
た
い
だ
け
ど
私

と
本
間
ち
ゃ
ん
は
タ
イ
プ
が
真
逆
だ
か
ら
き
っ
と
窪
塚
さ
ん
は
本
間
ち
ゃ
ん
と
付
き
合
い
た
く
な
い
よ
」 

女
子
大
生
「
て
か
も
う
そ
ん
な
の
ど
う
で
も
い
い
よ
お
お
お
！ 

私
仁
木
な
ん
で
す
け
ど
！
」 

女
子
大
生
「
冷
静
に
な
れ
る
訳
な
い
よ
！ 
冗
談
は
顔
だ
け
に
し
て
！
」 

女
子
大
生
「
本
間
！ 

死
ね
！
」 

  

電
話
切
る 

 

女
子
大
生
「
・
・
・
」 

女
子
大
生
「
ゼ
ミ
の
人
間
関
係
が
無
茶
苦
茶
だ
・
・
・
」 

  

電
話
着
信
音 

 

女
子
大
生
「
ま
た
電
話
だ
・
・
・
う
わ
・
・
・
」 

  

落
ち
着
い
て
か
ら
電
話
に
出
る 

 

女
子
大
生
「
あ
、
店
長
、
お
疲
れ
様
で
す
・
・
・
」 

女
子
大
生
「
え
、
明
日
の
シ
フ
ト
で
す
か
？
」 

女
子
大
生
「
い
や
、
シ
フ
ト
は
入
っ
て
な
い
の
で
す
が
・
・
・
」 

女
子
大
生
「
あ
・
・
・
ち
ょ
っ
と
・
・
・
」 

女
子
大
生
「
い
や
、
用
事
も
入
っ
て
な
い
で
す
」 

女
子
大
生
「
あ
の
・
・
・
今
、
バ
ス
が
と
ま
ら
な
く
て
・
・
・
仁
木
に
い
る
ん
で
す
・
・
・
」 

女
子
大
生
「
は
い
、
あ
の
仁
木
で
す
・
・
・
」 

女
子
大
生
「
イ
チ
ゴ
狩
り
じ
ゃ
な
い
で
す
・
・
・
今
冬
で
す
し
・
・
・
」 

女
子
大
生
「
い
や
、
だ
か
ら
旅
行
じ
ゃ
な
い
ん
で
お
土
産
も
な
い
で
す
・
・
・
で
、
バ
ス
止
ま
る
見
込
み

が
無
く
て
・
・
・
ま
だ
ず
っ
と
走
っ
て
る
ん
で
す
・
・
・
」 

女
子
大
生
「
違
い
ま
す
本
当
な
ん
で
す
よ
！ 

酔
っ
て
な
ん
か
い
な
い
で
す
！ 

夢
で
も
な
い
で
す
」 

女
子
大
生
「
だ
か
ら
あ
あ
家
に
帰
れ
た
ら
バ
イ
ト
に
行
け
ま
す
け
ど
お
、
家
に
帰
れ
な
か
っ
た
ら
バ
イ
ト

に
行
け
な
い
ん
で
す
よ
お
」 
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女
子
大
生
「
い
や
、
シ
フ
ト
を
代
わ
り
た
い
気
持
ち
は
あ
る
ん
で
す
」 

女
子
大
生
「
で
も
帰
れ
る
気
が
し
な
い
ん
で
す
よ
！ 

バ
ス
が
止
ま
ら
な
い
か
ら
！
」 

女
子
大
生
「
本
当
で
す
！ 

私
的
に
は
代
わ
り
た
い
ん
で
す
よ
！ 

も
し
代
わ
れ
る
な
ら
こ
の
後
家
に
帰

れ
る
っ
て
こ
と
に
な
り
ま
す
し
！ 

で
も
、
店
長
的
に
は
こ
の
状
況
で
私
を
シ
フ
ト
に
入
れ
る
の
は
と
て

も
リ
ス
キ
ー
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
！
」 

女
子
大
生
「
そ
う
で
す
ね
、
店
的
に
も
リ
ス
キ
ー
だ
と
思
い
ま
す
、
現
実
問
題
行
け
る
見
込
み
が
な
い
で

す
、
い
や
、
こ
の
ま
ま
降
り
れ
な
か
っ
た
ら
ど
う
な
る
か
の
ビ
ジ
ョ
ン
も
見
え
な
い
で
す
け
ど
！
」 

女
子
大
生
「
い
や
、
酔
っ
て
な
い
で
す
っ
て
！
」 

  

電
話
切
れ
る 

 

女
子
大
生
「
も
う
来
な
く
て
い
い
っ
て
言
わ
れ
た
・
・
・
」 

 

女
子
大
生
「
・
・
・
」 

 

女
子
大
生
「
心
な
し
か
ト
イ
レ
行
き
た
く
な
っ
て
き
た
・
・
・
」 

 

女
子
大
生
「
・
・
・
ト
イ
レ
・
・
・
な
い
よ
ね
・
・
・
」 

 

女
子
大
生
「
い
や
、
別
に
ま
だ
我
慢
は
出
来
る
け
ど
・
・
・
」 

 

女
子
大
生
「
運
転
手
さ
ん
ト
イ
レ
・
・
・
」 

  

電
話
が
鳴
る 

 

女
子
大
生
「（
舌
打
ち
）」 

  

電
話
に
出
る 

 

女
子
大
生
「
窪
塚
さ
ん
何
で
す
か
あ
！ 

何
の
用
で
す
か
！
」 

女
子
大
生
「
は
あ
？ 

本
間
ち
ゃ
ん
が
泣
い
て
る
と
か
今
心
底
ど
う
で
も
い
い
で
す
！
」 

女
子
大
生
「
何
で
す
か
！ 

そ
れ
を
言
う
た
め
に
電
話
し
て
き
た
ん
で
す
か
！
？
」 

女
子
大
生
「
大
体
、
付
き
合
っ
て
と
か
な
ん
で
言
う
ん
で
す
か
あ
！
」 

女
子
大
生
「
私
は
私
で
ゼ
ミ
で
の
、
当
た
り
障
り
の
な
い
ぬ
ま
ぬ
ま
し
た
関
係
性
に
割
と
居
心
地
の
良
さ

を
感
じ
て
い
た
ん
で
す
よ
？ 

な
ん
で
そ
う
い
う
こ
と
し
て
ぶ
ち
壊
す
ん
で
す
か
？
」 

女
子
大
生
「
そ
の
微
妙
な
点
点
々
の
矢
印
が
飛
び
交
う
ゼ
ミ
の
人
達
の
関
係
性
に
み
ん
な
気
付
か
な
い
フ
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リ
し
て
過
ご
し
て
た
ん
で
す
よ
・
・
・
」 

女
子
大
生
「
・
・
・
そ
ん
な
こ
と
し
た
ら
・
・
・
居
心
地
悪
く
な
く
な
っ
ち
ゃ
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ぁ
・
・
・
」 

女
子
大
生
「
そ
う
で
す
よ
・
・
・
も
う
こ
の
話
は
し
た
く
な
い
で
す
・
・
・
」 

  

女
子
大
生
「
で
、
あ
の
、
今
、
私
仁
木
に
い
る
ん
で
す
け
ど
・
・
・
」 

女
子
大
生
「
そ
う
で
す
よ
！ 
ま
だ
ず
っ
と
乗
っ
て
る
ん
で
す
！ 

帰
れ
な
か
っ
た
ら
ゼ
ミ
の
居
心
地
と

か
別
に
関
係
な
い
で
す
・
・
・
」 

女
子
大
生
「
・
・
・
車
で
迎
え
に
来
て
ほ
し
い
で
す
・
・
・
」 

女
子
大
生
「(

告
ら
れ
る)

」 

女
子
大
生
「
・
・
・
」 

女
子
大
生
「
・
・
・
分
か
り
ま
し
た
も
う
、
付
き
合
い
ま
す
、
付
き
合
い
ま
す
か
ら
、
ま
ず
は
車
で
迎
え

に
来
て
く
だ
さ
い
・
・
・
は
い
、
仁
木
で
す
、
仁
木
か
ら
も
う
ち
ょ
っ
と
進
ん
じ
ゃ
っ
て
る
気
も
し
ま
す

け
ど
・
・
・
は
い
」 

女
子
大
生
「
だ
っ
て
、
私
が
帰
っ
て
来
な
か
っ
た
ら
付
き
合
っ
て
も
意
味
無
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
・
・
・

彼
氏
な
ら
・
・
・
助
け
出
し
て
く
だ
さ
い
よ
・
・
・
」 

女
子
大
生
「
は
い
・
・
・
も
う
・
・
・
電
池
も
無
い
ん
で
・
・
・
本
当
に
・
・
・
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
・
・
・
」 

女
子
大
生
「
・
・
・
は
い
、
も
う
、
な
ん
で
も
い
い
で
す
、
ご
自
由
に
、
下
の
名
前
で
で
も
呼
ん
で
く
だ

さ
い
」 

女
子
大
生
「
・
・
・
は
い
・
・
・
は
い
・
・
・
待
っ
て
ま
す
・
・
・
は
い
」 

  

電
話
切
る 

 

女
子
大
生
「
・
・
・
彼
氏
が
、
出
来
ま
し
た
」 

 

女
子
大
生
「
・
・
・
」 

 

女
子
大
生
「
・
・
・
４
パ
ー
セ
ン
ト
・
・
・
」 

 

ポ
ケ
モ
ン
Ｇ
Ｏ
を
起
動
す
る 

 

女
子
大
生
「
あ
っ
た
、
ポ
ケ
ス
ト
ッ
プ
・
・
・
」 

 

女
子
大
生
「
倶
知
安
・
・
・
」 

 

女
子
大
生
「
仁
木
越
え
ち
ゃ
っ
た
・
・
・
窪
塚
さ
ん
、
ど
こ
に
迎
え
に
来
る
つ
も
り
な
ん
だ
ろ
う
・
・
・
」 
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女
子
大
生
「
馬
鹿
だ
な
あ
・
・
・
」 

 

女
子
大
生
「
・
・
・
い
っ
そ
、
帰
れ
な
い
方
が
い
い
の
か
な
あ
」 

 

女
子
大
生
「
あ
ー
、
で
も
ト
イ
レ
し
た
い
・
・
・
」 

  

電
話
か
か
っ
て
く
る
。 

 

女
子
大
生
「
あ
、
も
し
も
し
お
母
さ
ん
、
あ
の
ね
、
今
私
・
・
・
」 

女
子
大
生
「
え
？ 

あ
あ
、
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
、
送
っ
て
く
れ
た
の
・
・
・
？
」 

女
子
大
生
「
・
・
・
そ
う
だ
ね
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
風
邪
ひ
き
や
す
い
も
ん
ね
、
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
食
べ
て
、

風
邪
を
予
防
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
も
ん
ね
」 

女
子
大
生
「
・
・
・
」 

 

女
子
大
生
「
お
母
さ
ん
、
あ
り
が
・
・
・
あ
、
電
池
切
れ
た
」 

  

バ
ス
の
環
境
音
が
大
き
く
な
る
。
ゆ
っ
く
り
と
暗
転
。 

  

終
わ
り 


